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代表取締役 社長執行役員

山口 淳

198９年 ４月
2009年 ９月
2014年 ４月
2016年１０月
201７年 ７月
2019年 ６月
2021年 ６月
2022年 ６月

略歴 ：

千葉県出身 ：

新社長紹介 Ⅰ.ご挨拶

19 6 5 年 ６ 月 16日 （ 5 7 歳 ）生年月日 ：

当社入社（素形材事業部）
ばね営業部長
ばね事業部副事業部長
事業企画部営業企画部長
事業企画部長
取締役就任
取締役常務執行役員
代表取締役社長執行役員

2022年6月24日付で、代表取締役社長執行役員に就任しました山口淳です。

これまで二代に渡って技術畑出身の社長が続きましたので、私は13年ぶりの文系・営業畑出身の
社長となります。そうした出自に期待されるのは、営業経験を活かしてこれまで以上にお客様の声に
耳を傾け、それを経営に取り入れて企業価値向上につなげていくことではないかと考えております。

100年以上の歴史を持つ当社グループの持続的成長を実現すべく、全ての社員・役員とともに
邁進し、ステークホルダーの皆様のご期待に応えてまいります。
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役員体制

役職 氏名 業務担当範囲及び重要な兼職

取締役会長 佐藤 基行

代表取締役社長執行役員 山口 淳

代表取締役専務執行役員 永田 裕之 社長補佐（管理全般）、総務部・人事部・リスク管理室・経理部担当

取締役常務執行役員 関根 博士 鋼材事業部・ばね事業部・素形材事業部担当

取 締 役 （社外） 菱川 明

取 締 役 （社外） 竹内美奈子

常勤監査役 （社外） 坂本 泰邦

常勤監査役 永井 岳司

監 査 役 （社外） 中川 徹也 弁護士

監 査 役 （社外） 松田 結花 公認会計士、税理士

常務執行役員 山尾 明 営業本部長、部品事業部担当

上席執行役員
村山 努

企画統括部長、
システム部・サステナビリティ担当

小倉 潤司
技術開発センター長兼DX推進室長、
営業本部技術フェロー、資材部担当

執行役員

高山 淳 監査室長

倉内 拓哉
総務部長、広報・IR部担当、
ESG分科会委員長

柳沼 康一 経理部長

中森 義巳 企画統括部生産企画部長、品質保証・
安全・カーボンニュートラル担当

得地 一匡 鋼材事業部長、
三菱製鋼室蘭特殊鋼㈱取締役社長

Ⅰ.ご挨拶

【取締役・監査役】

【執行役員（取締役兼務者を除く）】

執行役員

柴田 淳也
鋼材事業部海外推進室長、
PT. JATIM TAMAN STEEL 
MFG.社長

成田 智 三菱長崎機工㈱取締役

花村 輝久 MSSC Ahle GmbH会長

村田 真宏 人事部長

深澤 秀一 素形材事業部長

安達 康弘 ばね事業部長兼千葉製作所長

大岡 泰正 営業本部鋼材営業部長
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決算のポイント

1.第２四半期実績について

2.通期の見通しについて

Ⅱ.決算のポイント

 売上高は、原材料価格高騰に伴う売価転嫁の進捗等により、前年同期比2５％増収。(823億円）

 営業利益は、北米ばね子会社（MSSC）の損失拡大等により、前年同期比10億円減益の17億円
となった。MSSCでは、昨年下期に発生した生産混乱の影響が継続。円安による換算影響も
あり、損失がさらに拡大した。

 期初予想に対しては、ばね事業の損失が拡大した一方で、特殊鋼鋼材事業で、価格高騰前の
原材料在庫の使用があったこと等により、増益となった。（期初予想 ５億円）

 売上高は、コスト高騰の売価転嫁に加え、円安による換算金額増加の影響等もあり、過去最高の
1,800億円を見込む。

 営業利益は、上期実績が期初予想比増益となったこと等を踏まえ、業績予想を55億円に
上方修正。北米MSSCの生産混乱解消に向けた取り組みを進めるとともに、各種コストアップ
分に加え不採算製品の値上げを進め、ばね事業は下期での黒字化を見込む。

 中期計画最終年度の営業利益計画は７０億円であり、この計画は諦めていない。さらなる改善を
推し進めていく。
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22/3期

第２四半期

実績

23/3期 第２四半期

期初予想※ 実績 期初予想差 前年同期差

売 上 高 659 800 823 23 164

営 業 利 益 27 5 17 12 △10

経 常 利 益 23 △2 17 19 △6

親 会 社 株 主 に
帰 属 す る

四 半 期 純 利 益
23 2 1４ 1２ △９

サマリー Ⅲ.2023年３月期第２四半期 実績

（億円）

※ 2022年5月13日公表数値

 売上高は、原材料価格高騰に伴う売価転嫁等により、前年同期比増収。

 営業利益は、北米ばね事業の損失拡大等により、前年同期比減益。

 経常利益、純利益は、営業利益の減益等により、前年同期比減益。

 期初予想に比べ、特殊鋼鋼材事業における価格高騰前の在庫使用等により、利益面で大幅増益。
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659

△1
受託数量減※１

連結調整

その他

+98+17
+12+38

売価売上
数量増

在庫評価

その他

売上

数量増

+１９ △3

原材料価格

（キャリー

オーバー他）

※２

+2
+19

△１０１

△1４ △３

+79

原材料
価格

(市況)

生産
コスト

売価

エネルギー
・輸送価格

17
+7

研究開発費
・償却費

△1５

売上高・営業利益の変化要因

北米材料
輸送コスト

※３

※１ ： 日本製鉄株式会社殿から生産を委託されている数量

22/3期
第２四半期実績

23/3期
第２四半期実績

（億円）

（億円）

為替差

※３ ： 22/3期 材料調達メーカーの資金調達先の経営破綻による緊急対応により発生した、一時的な輸送費用

823

27

※２ ： 原材料価格（キャリーオーバー他）：前期末原材料在庫と足元の市況の価格差等
→原材料市況上昇の局面では、価格高騰前の原材料在庫使用により、増益影響となる。

22/3期
第２四半期実績

23/3期
第２四半期実績

売上高

営業利益

Ⅲ.2023年３月期第２四半期 実績

前年同期未反映分
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22/3期
第２四半期

23/3期 第２四半期

実績 期初予想※ 実績 期初予想差 前年同期差

特 殊 鋼

鋼 材

売 上 高 398 ４75 485 10 87
営 業 利 益 29 １２ 30 18 1

ば ね
売 上 高 218 ２７０ 28３ 13 65
営 業 利 益 △9 △１１ △20 △9 △11

素 形 材
売 上 高 50 ５４ 55 1 5
営 業 利 益 6 ３ 4 1 △2

機 器

装 置

売 上 高 36 ４５ 45 0 9
営 業 利 益 2 １ 2 1 0

そ の 他
売 上 高 20 １７ 1８ １ △２

営 業 利 益 1 ０ １ 1 0

連 結 調 整
売 上 高 △62 △６0 △63 △3 △1

営 業 利 益 0 0 0 0 0

合 計
売 上 高 659 ８00 823 23 164
営 業 利 益 27 5 17 12 △10

（億円）

セグメント別売上高・営業利益

※ : 202２年5月13日公表数値

 売上高は、特殊鋼鋼材事業とばね事業を中心に、前年同期比増収。

 営業利益は、特殊鋼鋼材事業が前年同期並みとなった一方で、ばね事業の損失が拡大し、
全体では前年同期比減益。

 期初予想に比べ増益。ばね事業の損失が拡大したが、特殊鋼鋼材事業の利益が大幅に増加。

Ⅲ.2023年３月期第２四半期 実績
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営業外損益・特別損益影響

（億円）

※1： 2022年5月13日公表数値

22/3期

第２四半期実績

23/3期 第２四半期

期初予想 ※1 実績 期初予想差 前年同期差

営業利益 27 5 17 12 △10

営業外損益 △4 △7 0 7 4

為替差損益 0 0 5 5 5

支払利息 △5 △6 △6 0 △1

経常利益 23 △2 17 19 △6

特別損益 2６ 8 １０ ２ △1６

投資有価証券売却益 32 0 0 0 △32

固定資産処分損益 9 0 0 0 △9

保険金収入 ※2 2 11 9 △2 7

災害損失 △1７ △3 0 3 17

税金等調整前四半期純利益 49 6 2７ 2１ △2２

税金費用等 △26 △4 △12 △8 14

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 △１ △１ △１

親会社株主に帰属する四半期純利益 23 2 14 12 △9

 経常利益、純利益ともに、前年同期比減益。

 営業外損益は、円安の進行による外貨建て資産の為替差益の発生により前年同期比良化。

 特別損益は、前年同期に計上した資産売却益がないこと等から、前年同期比で悪化。

Ⅲ.2023年３月期第２四半期 実績

※２： 23/3期の保険金収入は、Ahle社火災に伴う保険金収入
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財務状況・配当予想

21/3期 22/3期 23/3期

第２四半期実績 第２四半期実績 第２四半期実績

総 資 産 （億円） 1,288 1,349 1,486

純 資 産 （億円） 461 449 483

自 己 資 本 比 率 （％） 31.3 28.9 28.9

R O E （％） △5.8 5.9 3.2

ネ ッ ト D / E レ シ オ （倍） 0.9 0.7 0.9

配 当 (円/株） 0.0 10.0 10.0

配 当 性 向 (％） ― 6.7 11.3

 総資産は、売上の回復に伴う売掛金や在庫増により、前年同期比増加。

 ROEは、純利益の減益に伴い、前年同期比悪化。

 ネットD/Eレシオは、売上増加による運転資金増等に伴う借入金額増加により、悪化。

 当中間期の配当は、前年同期同額の１株当たり10円とさせていただく。

Ⅲ.2023年３月期第２四半期 実績
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2２/3期 2３/3期
中期計画

目標値
実績 期初予想※

今回予想
期初予想差 前期差

上期実績 下期 通期

売 上 高 １，４６３ １,７００ 823 ９７７ 1,800 100 337 1,500

営 業 利 益 ６3 ４5 17 38 55 10 △8 70

経 常 利 益 ５8 31 17 28 45 14 △13 63

親 会 社 株 主 に
帰 属 す る
当 期 純 利 益

４1 27 14 13 27 0 △14 40

通期業績予想 Ⅳ.2023年３月期 通期業績予想

（億円）

※ 2022年5月13日公表数値

 売上高は、原材料価格高騰に伴う売価転嫁が進むことに加え、円安による換算金額増加の影響
等により、前期比増収の見込み。

 営業利益は、特殊鋼鋼材事業での減益により、前期比減益の見込み。

 経常利益、純利益は、営業利益の減益等により、前期比減益の見込み。

 為替レートは１＄＝145円を想定。

 期初予想に対し、上期の損益改善等を受け、営業利益、経常利益を上方修正した。
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在庫評価

その他

売上

数量増

△3５

△7 △13

原材料価格

（キャリー

オーバー他）

※２

+4

+157
△1２１

△2７+51

原材料
価格

(市況)

生産
コスト

売価

エネルギー
・輸送価格

55
+7

△２４

売上高・営業利益の変化要因

1,46３

受託数量増

※１

連結調整

その他
+208

+16

+95 △20
+38

売価売上
数量増

北米材料
輸送コスト

※３

※１ ： 日本製鉄株式会社殿から生産を委託されている数量

（億円）

（億円）

為替差

※３ ： 22/3期 材料調達メーカーの資金調達先の経営破綻による緊急対応により発生した、一時的な輸送費用

1,800

63

※２ ： 原材料価格（キャリーオーバー他）：前期末原材料在庫と足元の市況の価格差等
→原材料市況上昇の局面では、価格高騰前の原材料在庫使用により、増益影響となる一方、下降局面で

は反対に減益影響となる。

売上高

営業利益

22/3期
通期実績

23/3期
通期予想

22/3期
通期実績

23/3期
通期予想

研究開発費
・償却費

前期未反映分

Ⅳ.2023年３月期 通期業績予想
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（億円）

セグメント別業績予想

2２/3期

実績

23/3期

期初予想※
今回予想 期初

予想差
前期差

上期実績 下期 通期

特 殊 鋼

鋼 材

売 上 高 ８６５ １，０20 485 555 1,040 20 175

営 業 利 益 ６６ ４3 30 30 60 17 △6

ば ね
売 上 高 ４８６ ５７０ 28３ 36７ 650 80 164

営 業 利 益 △１８ △7 △２０ ３ △17 △10 1

素 形 材
売 上 高 １０４ １００ 55 45 100 0 △4

営 業 利 益 ９ ５ 4 3 7 ２ △2

機 器

装 置

売 上 高 ９6 １０５ 45 60 105 0 9

営 業 利 益 ６ ４ 2 3 5 1 △1

そ の 他
売 上 高 ３８ ３5 18 17 35 0 △3

営 業 利 益 1 1 1 0 1 0 0

連 結 調 整
売 上 高 △１２5 △130 △63 △6７ △1３０ ０ △５

営 業 利 益 0 0 0 ０ ０ ０ ０

合 計
売 上 高 １，４６３ １，７00 823 977 1,800 100 337

営 業 利 益 ６3 45 1７ 3８ 55 10 △8

※ 2022年5月13日公表数値

 売上高は、特殊鋼鋼材事業とばね事業を中心に、前期比増収を見込む。

 営業利益は、特殊鋼鋼材事業は減益。一方でばね事業は、下期で黒字転換し、通期では前期並み
の損失計上を見込む。

 期初予想差では、特殊鋼鋼材事業が増益を見込む一方、ばね事業は損失拡大の見込み。

Ⅳ.2023年３月期 通期業績予想
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【ポイント】北米ばね事業
【前回（2022年３月期決算説明会）時点の説明】

 22/3期下期～自動車メーカーの急激な発注変更等を起因とした生産混乱が発生、

生産性の低下や客先への納入に緊急輸送対応等が発生し、前下期の損益が悪化した。

 受注の急激な変化に対応できていない状況を踏まえ、US工場の

一時再稼働による安定在庫の確保、材料調達先の追加（自社材を含む）

により、混乱からの解消を図る。

・ US工場を再稼働したものの、在庫の積み増しが想定通り進まず、
カナダ工場の生産混乱が継続。納入の緊急輸送対応の拡大等により
損益が悪化。

 US工場の稼働率向上により、在庫積み増しを図り、カナダ工場の生産混乱を

早期に収束、緊急輸送対応費用を削減する。

 材料市況以外のコストアップ分の売価転嫁を交渉中。

期初予想 上期 下期 通期

営業利益 △13 △3 △１６

・ 期初見通し以降も、労務費・消耗品・エネルギー価格等が上昇

上期

△２２

下期 通期

△8 △３０

期初予想差
△９億

施策の効果により
上期比損失幅縮小
(+14億)

「不採算製品の取引解消」等、損益悪化要因の抜本的解決に向けた施策を実施

現中計最大の課題「北米ばね事業再建」を最優先に進めていく

【当上期の状況】

Ⅳ.2023年３月期 通期業績予想
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【ご参考】期初予想との差/上下の差異について
営業利益 期初予想 今回予想 差異

上 5 17 +12

下 40 38 △2

通期 45 55 +10

営業利益 期初予想 今回予想 差異 要因

特殊鋼鋼材 43 60 +17 上期は、原材料市況が高騰も、価格高騰前の在庫使用等により増益。

下期は期初想定通りを見込むことから、通期でも期初予想に比べて増益。

ばね △7 △17 △10 北米子会社の損益悪化等から、期初予想に比べて損失拡大。

① 営業利益は、上期の損益改善により、
期初予想に比べて+10億円の増益

② 上期に比べ下期では＋21億円利益が拡大

①期初予想と今回予想の差異(+10)の主な要因について

②上・下の主な差異(+21)の要因について

営業利益 上期 下期 差異 要因

特殊鋼鋼材 ３０ ３０ ±0 上期は、原材料が高騰していたものの、上述の特殊要因で良化。
下期は、売価転嫁が進み、上期並みの利益を予想。

ばね △20 3 +23 北米子会社の損失幅が縮小。国内他も数量回復や売価転嫁等で改善し、
ばね事業全体では下期黒字化を見込む。

①

+21

②

ばね事業の損失拡大あるも、上期における特殊鋼鋼材事業の増益により、通期でも増益を見込む

下期は、上期高騰した原材料価格等の売価反映が進むとともに、北米子会社の損失幅縮小を見込む

Ⅳ.2023年３月期 通期業績予想
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22/3期

実績

23/3期

期初予想
※1

今回予想 期初
予想差

前期差
上期実績 下期 通期予想

営業利益 63 45 17 ３8 ５５ １０ △8

営業外損益 △5 △14 0 △10 △10 4 △5

為替差損益 4 0 5 △1 4 4 0

支払利息 △13 △12 △6 △9 △15 △3 △2

経常利益 58 31 17 28 45 14 △13

特別損益 27 14 10 0 10 △4 △17

投資有価証券売却益 32 5 0 6 6 1 △26

固定資産処分損益 9 0 0 0 0 0 △9

保険金収入 ※2 13 15 9 0 9 △6 △4

災害損失 △26 △7 0 △5 △5 2 21

税金等調整前当期純利益 84 45 27 ２8 55 10 △29

税金費用等 △42 △16 △12 △14 △26 △10 16

非支配株主に帰属する当期純利益 △2 △2 △1 △1 △2 0 0

親会社株主に帰属する当期純利益 4１ 27 14 13 27 0 △14

通期業績予想（営業外損益・特別損益影響）

（億円）

 営業外損益は、金利上昇等に伴い支払利息が増加したこと等により、悪化の見込み。

 前期に計上した資産売却益が減少することから、特別損益が悪化の見込み。

 期初予想比では、Ahle社火災に関する特別利益の見込み額を減額（詳細次ページ）。

※1： 2022年5月13日公表数値

※2： 保険金収入のうち、Ahle社火災分の金額
22/3期：11億、23/3期：９億（全額）

Ⅳ.2023年３月期 通期業績予想
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２２/3期
実績

23/3期
上期実績

23/3期
下期見込

24/3期
以降見込

合計

合計 ２６ ０ ５ ３ ３4

【②保険金収入見込（前回見込と今回見直し）】

【ご参考】MSSC Ahle GmbHにおける火災損失について

（億円）【①火災損失（特別損失）の計上見込】

［今回見直し］
２２/3期

実績
23/3期
上期実績

23/3期
下期見込

24/3期
以降見込

合計

保険金収入 11 ９ ０ 現在交渉中

 当社のばね製造子会社MSSC Ahle GmbH（ドイツ）において、202１年６月に工場火災が発生。

 今回の火災損失（総額34億円）については、当初、保険金で概ね補償されると見込んでいた。
（23/3期では、15億円の特別利益の計上を予定）

 保険会社との協議を進める中で、事業損失の見積方法に関しての見解の相違が判明。
現在、保険金の一部について、未回収となるリスクが発生。今後も協議を続けるが、当期中の決着・
入金は厳しい状況となっている。

[前回(22/5時点)見込］
２２/3期

実績
23/3期
上期見込

23/3期
下期見込

24/3期
以降見込

合計

保険金収入 11 １１ ４ ７ ３３

当初想定の保険金額(33億)と既に入金済みの
金額(20億)の差額（13億円）の一部について、
現在も交渉中。未回収となるリスクあり。

（億円）

Ⅳ.2023年３月期 通期業績予想
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財務状況・配当予想

21/3期 22/3期 23/3期

通期 通期 予想

総 資 産 （億円） 1,323 1,430 1,500

純 資 産 （億円） 44８ 486 496

自 己 資 本 比 率 （％） 29.4 29.8 29.5

R O E （％） △13.6 10.0 6.2

ネ ッ ト D / E レ シ オ （倍） 0.7 0.7 0.9

配 当 (円/株） 0.0 50.0 50.0

配 当 性 向 (％） ― 18.9 28.4

 ROEは、純利益の減少に伴い、低下。

 配当については、前期と同額の１株当たり年間50円（中間10円、期末40円）を予定。

Ⅳ.2023年３月期 通期業績予想
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77

36 30 33 26 37 上期

15

上期

21

下期

21

下期

21

0

20

40
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80

100 減価償却費設備投資

23/3期予想22/3期実績21/3期実績20/3期実績

14 13 13 上期

8

下期

10

0

5

10

15

20

20/3期実績 21/3期実績 22/3期実績 23/3期予想

研究開発費・設備投資・ 減価償却費

※研究開発にかかわる減価償却費を含む

（億円）

（億円）

【研究開発費】

【設備投資・減価償却費】

18

36 42

 研究開発： AMセンター（※）設備完成に伴う償却費増等により、前期比増加の見通し。

カーボンニュートラルに貢献する製品の開発等、将来に向けた開発を進めていく。

 設備投資： 23/3期の設備投資は、コロナ禍で遅延していた投資が老朽更新を中心に進捗し、

前期比増加の見通し。カーボンニュートラルに向けた投資も、順次進めていく。

※AMセンター（Advanced Materials Center）：
開発・試作・改善を目的として千葉製作所内に新設し、VIM(真空誘導溶解炉)や各種の試験・試作ラインを設置。
2022年４月～技術開発センターに統合し、各種研究開発を加速。

Ⅳ.2023年３月期 通期業績予想
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Ⅰ. ご挨拶

Ⅱ. 決算のポイント

Ⅲ. 2023年３月期第２四半期 実績

Ⅳ. 202３年３月期 通期業績予想

Ⅴ. セグメント別営業利益増減分析

Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗



23

66

△35

+36

6０

+２ △３
△24 +8

+8１Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
社

※

１

売
上
数
量
減

そ
の
他

在
庫
評
価

△3
売
価

・輸
送
価
格

エ
ネ
ル
ギ
ー

屑
売
却

原
単
位

△6

△5９

（市
況
）※

２

原
材
料
価
格

※

3

（キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
他
）

原
材
料
価
格

償
却
費

研
究
開
発
費
・

△３

2９ △14

+12

３０

△2 ０

+19

+3

+51

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
社

※

１

売
上
数
量
減

そ
の
他

在
庫
評
価

+4

売
価

エ
ネ
ル
ギ
ー
・輸
送
価
格

屑
売
却

原
単
位

△3

△67

（市
況
）※

２

原
材
料
価
格

※

3

（キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
他
）

原
材
料
価
格

償
却
費

研
究
開
発
費
・

△2

特殊鋼鋼材事業 Ⅴ. セグメント別営業利益増減分析

※１ JATIM社の要因については、全て「JATIM社」に含めており、それ以外は国内鋼材の分析です。

22/3期
実績

23/3期
予想

22/3期
第２四半期

実績

23/3期
第２四半期

実績

※２ 原材料（市況）には、合金鉄及び為替の影響を含みます。

第２四半期実績

通期予想

売上

22/3 2Q ３９８

23/3 2Q 48５

（億円）

売上

22/3 865

23/3 1,040

（億円）

※３原材料価格（キャリーオーバー他）：前期末原材料在庫と足元の市況の価格差等
→原材料市況上昇の局面では、価格高騰前の原材料在庫使用により、増益影響となる

一方、下降局面では反対に減益影響となる。

前期未反映分

前年同期未反映分

【通期予想】

◆ 売上高

建設機械需要は堅調も、建機向け以外の需要減の影響に

より売上数量は前期比減。一方で、上期に高騰した

原材料価格の売価転嫁が進み、増収を見込む。

◆ 営業利益

鉄鉱石・原料炭価格は下期以降落ち着きを見せる一方で、

円安の進行による輸入原材料価格高止まりやエネルギー

価格上昇の影響を受ける見込み。高騰分に対しては売価反

映を進めるも、売上数量減等の影響もあり減益を見込む。

JATIM社は、スクラップ価格高騰に対する売価反映の

進捗等により、増益を見込む。

【第２四半期実績】

◆ 売上高

建設機械需要は引き続き堅調も、その他顧客の需要減の

影響を受け、売上数量は前年同期比微減。

一方で、原材料価格高騰に伴う売価転嫁を進め、増収。

◆ 営業利益

原材料市況の上昇及び急速な円安の進行による

輸入原材料価格の上昇に加え、エネルギー価格も急騰。

売価反映までのタイムラグの影響を受けるも、価格高騰前

の原材料在庫使用により、若干の増益。

JATIM社は、スクラップ価格高騰に伴う売価転嫁の

タイムラグの影響等により、減益。
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第２四半期実績 売上

22/3 2Q 218

23/3 2Q 28３

（億円）

売上

22/3 486

23/3 650

（億円）

【第２四半期実績】

◆ 売上高

自動車向けでは、上海ロックダウンや半導体等の

部品不足の影響があるものの、北米を中心に前年同期に

比べ生産が増加。建設機械需要も堅調に推移。加えて、

円安による換算影響もあり、増収。

◆ 営業利益

北米子会社における生産混乱（詳細16ページ）に加え、

円安による換算影響で北米子会社の損失が拡大したこと等

から、全体でも損失が拡大。

【通期予想】

◆ 売上高

半導体等の部品不足の影響は一部継続も、自動車向け

需要の回復等により数量増。加えて、原材料価格高騰に

伴う売価反映の進捗や円安による換算影響もあり、

増収を見込む。

◆ 営業利益

上期で損失が拡大したものの、下期では、各種施策の

効果で北米子会社の損失縮小を見込む。

また、国内をはじめとする他拠点でも、需要の回復や

原材料価格高騰に対する売価転嫁が進捗｡

通期では前期並みの損失を見込む。

（北米子会社の増減分析は次ページ参照）

Ⅴ. セグメント別営業利益増減分析

前年同期未反映分

前期未反映分

通期予想
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【第２四半期実績】

◆ 売上高

コロナ影響や半導体等の部品不足の影響があるものの、

前年同期に比べ生産が回復。円安による換算影響もあり、

増収。

◆ 営業利益

原材料価格高騰に対して売価転嫁が進捗。

一方で、昨年度下期から続く生産混乱による生産性の低下

や緊急輸送対応等の継続に加えて、円安による換算影響で

損失が拡大。

【通期予想】

◆ 売上高

半導体等の部品不足の影響は残るものの、前期に比べ

生産が回復。原材料価格高騰に伴う売価転嫁に加え、

円安による換算影響もあり、増収を見込む。

◆ 営業利益

上期は、生産混乱により大幅な損失を計上。

下期は生産混乱は継続するものの、各種対策を進める。

加えて、材料市況以外のコストアップ分の売価転嫁を

徹底して行うことで、前期比で損失幅の縮小を見込む。

第２四半期実績

通期予想

売上

22/3 2Q ７８

23/3 2Q 14４

（億円）

売上

22/3 ２０４

23/3 33５

（億円）

生
産
コ
ス
ト

Ⅴ. セグメント別営業利益増減分析

生
産
コ
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ト

前年同期未反映分

前期未反映分
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23/3期
第２四半期

実績

【第２四半期実績】

◆ 売上高

特殊合金粉末の新規品の受注があったものの、顧客の

在庫調整の影響により売上数量が減少。一方で、

原材料価格等の上昇に対する売価改善等により、増収。

◆ 営業利益

原材料価格上昇に対する売価転嫁は進捗したものの、

売上数量の減等により、減益。

【通期予想】

◆ 売上高

特殊合金粉末の新規品の拡販等を進めるものの、

鋳鋼製品（エスコ）生産終了により、売上数量は減少。

一方で、原材料価格高騰に伴う売価転嫁の進捗により、

前期比若干の減収に留まると見込む。

◆ 営業利益

原材料価格の高騰に対し売価転嫁は進展するものの、

鋳鋼製品（エスコ）生産終了による売上数量減等により、

減益を見込む。

第２四半期実績

通期予想

売上

22/3 2Q 50

23/3 2Q 55

（億円）

売上

22/3 104

23/3 100

（億円）

Ⅴ. セグメント別営業利益増減分析
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機器装置事業

22/3期
実績

23/3期
予想

22/3期
第２四半期

実績

23/3期
第２四半期

実績

【第２四半期実績】

◆ 売上高

前年同期にあった鍛圧機械大型案件の剥落があった

ものの、成長分野である洋上風力発電関連機器等の

売上増が減収分をカバーし、増収。

◆ 営業利益

増収効果等により、増益。

【通期予想】

◆ 売上高

洋上風力発電関連機器等の売上げが順調に伸長する

ことで、増収の見込み。

◆ 営業利益

増収効果はあるものの、受注環境が厳しい中で、

品種構成の悪化や諸経費増などにより、

若干の減益を見込む。

第２四半期実績

通期予想

売上

22/3 2Q 36

23/3 2Q 45

（億円）

売上

22/3 96

23/3 105

（億円）

Ⅴ. セグメント別営業利益増減分析
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Ⅰ. ご挨拶

Ⅱ. 決算のポイント

Ⅲ. 2023年３月期第２四半期 実績

Ⅳ. 202３年３月期 通期業績予想

Ⅴ. セグメント別営業利益増減分析

Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗

 本中計は急激な業績悪化への対応を最優先とし、『止血の中計』として

２０２０年度に立案した。

 本年度は現中期計画の最終年度。 その進捗状況について説明する。

 また、2030年のありたい姿を再検証し、その実現に向けた今後3年間の

次期中計を策定中。その方向についても説明する。

はじめに
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中計最終年度の売上損益見通し Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗

 売上・営業利益ともに、中計初年度の2020年度はコロナ禍の影響を大きく受けたが、
その後V字回復、売上げは中計比大幅増収。

 2022年度営業利益は前期実績を下回る予想としたが、中期計画70億円達成はあきらめない。

1,800

1,250
1,329

1,062
1,116

1,187

1,065 1,037

1,187
1,294

1,171

978

1,463

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

予想

63 55

93
111

29
47 49 43 39 32

11 4

△４９

63

6%
8 6

2

6 6
4

6 5

1

△28 
△１４

10

営業利益

ROE

現中計3年間

売上高
(億円、%) 中計目標 （2022年度）

売上1,500億円、営業利益70億円、ROE8％
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中期計画財務KPIの状況 Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗

 2020年度はコロナ禍の影響、その後も北米赤字や増加運転資金の影響などで
各項目とも計画に対して未達、その改善に向けた取り組みが課題。

 借入増加の主因は、北米赤字や増加運転資金(主に原材料コスト上昇による影響)。

 財務体質の回復が進んでおらず、キャッシュフロー増加に向けた『稼ぐ力』が不十分。

財務状況

(億円、%)
20２０
実績

２０２１
実績

2022
中期計画

2022
見込

計画比

売上高 ９７８ １,４６３ 1,500 1,800 〇

営業利益 △49 ６３ 70 55 ×

経常利益 △55 58 63 45 ×

総資産 1,323 1,430 １,４０５ 1,500 ×

純資産 448 486 ５６２ 496 ×

ネット借入残高 ２５６ ２７５ 305 420 ×

ROE △13.6 10.0 ８%以上 6.2% ×

営業利益率 NA 4.3％ 4.7% 3.1% ×

ネットD/Eレシオ 0.7 0.7 0.5 0.9 ×

自己資本比率 29％ 30％ 36% 30% ×
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中期計画施策の進捗 Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗

3大方針

方針と主な施策 進捗状況の評価

① 海外事業の構造改革 〇 インドネシアJATIMはじめ、ほとんどの海外拠点で

黒字化の目途が立った。

✕ 一方、北米MSSCは再建が遅れ、不採算製品の取引解消

を含む抜本的な再建施策に取り組んでいる。

② 製品力のさらなる強化

 製品開発力の向上 〇 中計で計画した製品開発は概ね計画通りの進捗。

将来の製品につながる基礎研究にも新たに着手。

 モノづくり力の向上 △ 北米MSSCの生産混乱の解消をマザー工場も含めて

サポートしているが、当初計画した時間軸に対し遅延。

③ 素材から一貫生産ビジネスモデルの拡大

 鋼材からばねの一貫生産 ○ 一貫生産の強みを発揮し、板ばねの国内・海外販売共に

新規受注が積み上がっている。

 素形材製品の一貫生産 △ コロナ禍で遅延した千葉AMCの設備が完成、

製品出荷に向けて試作と評価を加速させている。

〇：計画通りの進捗、△：一部遅れ・挽回中、✕：半年以上遅れ

 3大方針の推進は北米MSSC以外は概ね計画通り。

 ただし、北米事業を主因にばね事業の業績が悪化し、特殊鋼鋼材事業の一本柱の状態。
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海外事業の構造改革 Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗

 人員整理を伴う固定費の削減を断行、その後コロナ禍で落ち込んだ売上げの一部が回復し、
多くの海外子会社の損益が改善。

 2022年度は北米MSSCと欧州Ahleを除く海外子会社がほぼ黒字化している。

 北米MSSC再建が最大の課題。

中国

北米MSSC

タイ

JATIM

ドイツ

中国

北米MSSC

タイ
JATIM

フィリピン

ドイツ

縦軸 : 営業利益率

横軸 : 売上

円の大きさ : 営業利益

2022年度予想2019年度

縦軸 : 営業利益率

横軸 : 売上

円の大きさ : 営業利益
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗北米MSSC再建について

 再建計画にもとづき、アメリカ工場の閉鎖（カナダ工場への統合）や購入・販売の材料指標統一
などは順調に進み、2022年度には営業黒字4億円を計上する計画であった。

 生産混乱が生じたため、在庫を積み増すためアメリカ工場を再稼働。これで早期に生産混乱を
解消し緊急輸送費用もなくした後に、再度アメリカ工場を閉鎖する。また、材料以外のコスト
上昇分の売価転嫁も進めていく。

 さらに、「不採算品の値上げや取引解消」といった抜本的な施策を推進する。

 ２０23年度中に再建を完了し、黒字化を図る。

△17 △16

△32

△22

△8

△30

△10
△4

4

上期

下期

2019 2022予想20２０ 2021

(億円)

営業利益

上期比+14億円改善

・納入緊急輸送費 +3
・値上げ +11

再建計画 実績・予想
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗インドネシアJATIMについて

 2020年度は、徹底したコスト削減で赤字解消。原材料高騰の売価反映時期ズレの影響もあり

中計に未達ながら、2021年度より安定した利益を継続。

 コロナ禍の影響から回復して受注量も堅調に推移し、ほぼフル操業。成長するアセアン市場に

おいて、能力増強やグリーンスチール生産など次のステップを検討する段階。

6
9

12

△7

0
7

9 6.0
8.0

10.1

4.9 4.8

9.1 9.7

(億円)

営業利益
(千トン/月)

生産重量

2019 2022予想20２０ 2021 2019 2022予想20２０ 2021

再建計画 実績・予想 再建計画 実績・予想
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗固定費抑制への取り組み

 様々な外部要因などによるボラティリティに耐えうる筋肉質な体質にするため、2020年度は
希望退職の募集を含め固定費を約1割引き下げた。

 今期は中計策定前2019年度と比べ売上げは大幅に増えるが固定費は微増に留める。
引き続き、DX導入や業務効率化で労務費などの増加を抑制する一方、将来のための投資（試験
研究、人材育成、DXなど)に注力。
なお、本年度は北米緊急輸送費など一過性コストがあり、来期は解消する予定。
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業績回復による増加
19年度比では△3億円

コロナ禍の反動増
19年度比では△1億円

人材育成や
DX強化を含む
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗
ESGへの取り組み

洋上風力発電関連機器

自動車懸架ばねの軽量化やEV向け製品の開発に加え、洋上風力関連機器や資源循環型社会への
取り組みを通じて、社会のカーボンニュートラルへの動きに貢献していく。

洋上風力発電への取り組みとして、

洋上風車の関連製品や製造に必要な

加工設備類を製造。

洋上風力関連製品の生産能力向上や

大型化対応を目的とした試験研究の

推進、設備の増強等にも力を入れて

いく。
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗
ESGへの取り組み

資源循環型社会（サーキュラーエコノミー）に向けた取り組み

廃家電や廃モータなどの雑品屑から各資源を高精度に分別し

回収する各種磁力選別機や色彩光学選別機を組み合わせた

選別ラインを開発した。

今後のEV普及により、搭載されるモータに

不可欠な銅の需要増加に対し、都市鉱山から

銅を高精度に効率よく回収する当システムで

課題解決に貢献していく。

（第48回優秀環境装置表彰 日本産業機械工業会会長賞受賞）
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗
ESGへの取り組み

高機能金属粉末

機器の小型化、高周波化に対応す

るエネルギー損失の少ない車載用

などの高機能軟磁性粉末を、

お客様のニーズに合わせてカスタ

ム開発している。

高機能金属粉末はスマートフォンや

自動車等の通信・制御機器に搭載さ

れる電子機器に使用される。EV化や

通信機器の発展により、今後の需要

はさらに拡大していくと見ており、積

極的な投資も検討していく。
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗
ESGへの取り組み

カーボンニュートラルへの取り組み

 ２０３０年度の目標は、２０１３年度比で、鋼材部門は原単位１０％削減（排出量目標値２１４千トン）、
他部門は総排出量の５０％削減（排出量目標値22千トン）に設定、2050年度は実質ゼロを目指す。

 2022年度は、鋼材部門の削減は大きく変わらないが、他部門は工場などの再生エネルギー電力
の購入をはじめとする各種施策の実施により対前年比28％削減の目標。

 また、国内事業では、インターナル・カーボン・プライシング（ICP)を導入し、脱炭素関連の設備投
資を推進していく。
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗
ESGへの取り組み（人的資本）

従業員との対話

ダイバーシティ・働き方改革等「人材」に関する
従業員の多様なニーズに応え、やりがいやチャ
レンジ精神を持って活躍できる企業を目指す。

中堅クラスで中計WGを創り、将来の当社の姿
を議論し経営層にプレゼン。

社長と部署を横断した数名によるタウンホー
ルミーティングを開催中。特に若手従業員の意
見を吸い上げる場として活用していく。

人権の取り組み

外部専門家の意見を踏まえ「人権方針」を策定、
取締役会での承認を得て開示済み

今後、人権デューデリジェンス及び救済制度の
設置を順次進めるとともに、社内啓蒙活動として
階層ごとの研修を実施予定（経営層は実施済み）

健康経営の取り組み

2021年12月に「健康経営宣言」を開示
従業員の健康情報を一元管理する仕組みを導入
2022年10月に健康経営優良法人の申請済み
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗
ESGへの取り組み（情報開示）

情報開示の充実化

■CSRレポート２０２2の発行

 2022年11月18日に公表済み

 ESG関連を中心に内容を充実

 来年度は統合報告書として名実
ともにアップグレードする予定

■TCFDの開示

 2022年６月に初回の開示を実施

 以降も内容の充実化を図るべく、専門家の意見も
聞きながら深堀を進め、特に「リスク」と「機会」を
次期中計の事業戦略にリンクさせる
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗DXへの取り組み

データ情報の共有と活用による業務プロセス変革を推進

業務効率化を目的としたRPA活動の全社展開が進捗。

今後は、デジタル技術を活用してお客様と受発注・ニーズ情報などの

接点を高めることに取り組み、顧客満足度向上を図る。

お客様ニーズに関する社内各部門の情報の一元管理を進め、

営業戦略と製品開発を一体化し、製品の市場投入

迅速化を進める。
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗次期中計策定に向けて

課題認識

 業績は回復したが株価は低迷しており、ステークホルダーの期待に応えきれていない

 今中計策定時と比べて悪化した財務基盤の回復

 既存事業で競争力を維持し、マージン拡大を図り、『稼ぐ力』を高める必要がある
現在、特殊鋼鋼材事業へ依存。ばね事業を立て直し、本来の2本柱に早期に戻す

 仕込んできた成長事業・新規事業の技術を活かした早期拡販・事業化

 ESGやDXのさらなる強力な推進

 特に、社員の成長や働きがいに向けた投資を進め、また経営戦略にあった人材を拡充
していく必要がある

企業価値向上
を目指して

 2030年のありたい姿を再度検証し、その実現に向けて今後3年間の
やるべきことを決めていく

 『稼ぐ力』を高め、財務健全化

 経営資源を成長事業やESG・DX等に振り向ける

 「人を活かし、技術を活かし、時代の波に乗りつづける」をキーワード
に、策定していく
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次期中計策定に向けて Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗

主な検討事項

主力事業 ： 徹底した収益力強化を進め成長事業やESG関連への原資を捻出する

 特殊鋼鋼材事業

 デジタル技術を活用した、お客様接点の強化方法。

 JATIMがほぼフル生産であるため、拡張や第3の拠点設立の要否、将来的なグリーン

スチール生産などを検討。

 ばね事業

 赤字部門であるため、さらなる拠点統廃合を含めた効率化の検討。

 板ばね事業の鋼材事業部とのシナジー強化。

 CASE対応として、精密ばね応用製品事業拡大の検討。

成長事業 ： 脱炭素社会ニーズへの対応

 素形材事業

 電動化で需要拡大が期待される高機能金属粉末の事業拡大施策や川下事業参入の検討。

 機器装置事業

 注力している洋上風力関連機器や資源回収機器など環境ビジネスのさらなる成長戦略。
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次期中計策定に向けて Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗

主な検討事項

 ESGやDXの推進 ： サステナビリティ経営

 人への投資

 社員の働きがいやチャレンジ精神、学びの支援など従業員満足度を高めるための
仕掛けづくり。

 人事評価制度、キャリアプラン、福利厚生などの再構築。

 脱炭素

 国内に加え、海外子会社のカーボンニュートラルへの取り組み方針。

 ガバナンス

 コーポレートガバナンス・コードに沿った制度はできており、そのグローバル展開。

 DX推進

 デジタル技術を活用したお客様ニーズとの接点強化や、お客様ニーズの一元管理による
顧客満足度向上。
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Ⅵ. 2020中期経営計画の進捗

 中期計画最終年度の2022年度営業利益計画70億円に対し、見通しを55億円

としているが、中計達成はあきらめない。

 北米MSSCの再建が本中期計画に残る最大の課題。今期中に目途を付ける。

 将来に向けた試験研究や設備投資はブレずに行うとともに、DXやESG、

特に人的資本の強化に積極的に資源配分していきたい。

 次期中期計画は、「人を活かし、技術を活かし、時代の波に乗りつづける」こと

を通じ、『企業価値の向上』を目指して策定していく。

まとめ



＜将来見通しに関する注意事項＞
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものでは
ありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を
与えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることが
ある点を認識された上で、ご利用ください。本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、
お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる
場合においてもその責任は負いません。
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